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修士論文要旨
スポーツ、アイデンティティ、「国民」概念
－その関係と歴史－
Sport，Identity，andtheConceptoftheNation：TheirRelationshipandHistory
池端　宏之（HiroyukiIkehata）　指導：リー・トンプソン
電子メディアが発達した現代社会では、場所感が喪失さ
れ、以前は別個であった集団的アイデンティティが均質化
される為、帰属意識は弱まると考えられる。
しかし、現代社会でも「国家」という概念に基づいた「日
本人論」が語られ続けており、日本社会では「日本人」と
いう枠組みが各個人の資質を語る際に有用な枠組みである
かのように語られ続けている。
本研究では、スポーツを手掛かりとして「日本人」を論
じる。その意義としては、スポーツの場面が現代社会にお
いて、ナショナリズムの高揚と共に「民族」としての「日
本人」という措かれ方が顕在化しやすい場面と考えられる
ことが挙げられる。
こうした背景から本研究ではスポーツで描かれる「日本
人」に着目し、以下の三つの問いを立て、論じた。
1．「日本人」とはスポーツの場面で外国人と比してどのよ
うに表象され、その表象のされ方はどのように変容してき
たのであろうか。
2．問いの1で明らかになったこれまで描かれてきた「日本
人」を受けて、「後天的」日本人である「帰化者」とはどの
ように措かれ、どのような要因から措かれ方が規定されて
きたのであろうか。
3．「後天的」日本人の措かれ方には「揺らぎ」が見られる
のではないだろうか。
第一の問いであるスポーツの場面で措かれる「日本人」
の姿を明らかにするために、本論文では『朝日新聞縮刷版』
を用い、1928年から2004年までの五輪で措かれた日本人
の言説分析を行なった。
スポーツの場面で外国人と比して措かれる日本人の姿
は、戦後一貫して「身体能力に劣り、精神力が弱い」姿で
あっ
た。しかし、戦前の「日本人」の描かれた言説では、そう
した描かれ方は見られず、時代によって変容する「日本人」
の姿が明らかになった。
こうした描かれ方の変容から、「日本人」とは不動の実
体
ではなく、言説上の概念であると指摘出来よう。
第二、第三の問いに対して、『サッカーマガジン』を手掛
かりとして「後天的」日本人に関する言説分析を行なった。
本論文では、「後天的」日本人となったサッカー選手を時期
に応じて分類し、措かれ方の変容を明らかにした。
1970年代に活躍した日本人の「血統」を有した「後天
的」日本人は、帰化の前後で「血統」を有していることが
強調されて括かれていた。また、「『日本人』らしい『人間
性』」を有している事が強調されて描き出されていた。「血
統」と「人間性」が「日本人」性の担保としての役割を担
ったと考えられる。
1990年代に活躍した「血統」を有きない「後天的」日
本人は「日本人」性の「担保」として「『日本人』らしい人
間性」と「愛国心の発露」が措かれていた。また、精神力
の弱い「日本人」を補う姿が「仮託」されて措かれていた。
現代の「後天的」日本人は「愛国心の発露」だけが「日
本人」性の「担保」として措かれた。これまでよりも「日
本人」となることの「境界」が減少していたと指摘出来る。
また、近年の五輪では「身体能力」に劣る「日本人」の
姿が顕著に描き出されていたが、現代の「後天的」日本人
には「身体能力」に優れた姿が強く描き出されており、そ
うした役割を「仮託」されて描き出されていると指摘出来
る。
こうした措かれ方から、「後天的」日本人には、「日本人」
を補う役割が措かれていたと指摘出来よう。
また、「後天的」日本人に対して措かれる「境界」が減
少していた。要因としては、1990年代に日本人の「血統」
を有きない人間が日本代表へと選出された事で、「日本人」
の「境界」の「担保」としての「血統」という拠り所を喪
失し、それに伴って「日本人」の「境界」が変動し、「境界」
の曖昧さが露呈されたことが挙げられる。
「後天的」日本人の表象において、「後天的」日本人に措
かれる「日本人」性の「担保」としての「境界」に「揺ら
ぎ」が見られたのである。
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